
初診のときに予診の
面接がありましたか？
（予診：担当医の診察に先だって行われる問診）

なかった 118人 （47％）
あった 83人 （33％）
覚えていない 49人 （20％）

合計 250人 （100％）

（精神分裂病→統合失調症のような病名自体の変更は除く）

担当医はどのように診断しましたか？

自分の病名・診断についてどう思いますか？ 

セカンドオピニオン等を受けたことがありますか？（複数回答）

担当医は、あなたのしたい生活や
将来の希望を聞き、考慮した治療
をしていますか？

担当医は、これからの治療方針
や選択肢、可能性などの説明を
してくれましたか？

今までに
病名が変わった経験は？

これまで誤診を受けた
（診断がまちがっていた）

ことがあると思いますか？
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85人
（34％）

考慮して
くれている
122人
（49％）

病院や
担当医の
変更で
変わった
111人（44％）

誤診の
経験はない
94人（38％）

63人（25％）

生活や将来のこと等、
聞かれたことはない
54人（22％）

変わった
ことはない
99人（40％）

わからないが
誤診ではないか
と感じた経験がある
61人（24％）

自分の診断が正しいのか
誤診かわからない

39人（16％）

誤診の経験がある
38人（15％）

よくわからない
18人（7％）

何度か変わった
（担当医は同じ）

覚えていない

24人
（10％）

10人（4％）

診断名を告げられたことがない
6人（2％）

61人（24％）

どちらともいえない
43人（17％）

聞かれるが治療に活かされない
31人（12％）

41人（16％）

　　病名が変わった方は、
何回くらい変わりましたか？

１回 75人 （50％）
２回 27人 （18％）
３回 22人 （15％）
複数回 13人 （9％）
4回 8人 （5％）
５回以上 5人 （3％）

合計 150人 （100％）

項目 回答数 割合
診断どおりだと思う 164人 66％ 
診断が違う気がする、違和感がある 36人 14％
診断や病名をあまり気にしていない 29人 12％ 
よくわからない 21人 8％ 
合計 250人 100％ 

病名・診断について

調査期間：2014年11月26日～12月７日のネット調査　　有効回答数：250票（男性103票、女性142票、答えたくない 5票）　立場（複数回答）：250票（精神疾患をかかえる本人207票、家族48票、その他2票）
回答者（家族を含む）の精神科での疾病（複数回答・多い順）：統合失調症141票、双極性障害39票、うつ病 38票、発 達障害23票、統合失調感情障害15票、診断名がわからない・教えられていない11票、パニック障害 9票、神経症 9票、
境界性パーソナリティ障害 8票、てんかん6票、摂食障害5票、恐怖症性不安障害4票、その他33票　回答者の年齢（多い 順）：40代88票、30代60票、50代55票、20代22票、60代21票、70代4票

全体の約40％の方が誤診の経験や疑いをもっていたという結果に。
また、双極性障害の39人では、その割合は約60％にもなりました。

誤診と思った理由
（72人の回答から）

1位：「薬が効かないから」「診断と処方
が変わってから治療効果を実感するよう
になった」のように、薬の効果について
あげた人が20人。

２位：「ラピッドサイクラーにおちいっ
たのに気づいてもらえなかった」のよう
に、症状についてあげた人が16人。また、
病院や医師が変わったことで気づいた人
も16人でした。

その他：光トポグラフィー検査という人や、
自分が主治医に正しい情報を診察で言え
なかったからという人なども…
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